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Ｉ都内養殖池に発生した疾病について

昭和４７年度中に奥多摩分場はじめ都内養殖池に発生した疾病は次のとおりである｡

1．疾病とその概要

１）伝染性膵臓壊死症（ＩＰＮ）
一＝こ＝￣？－－－－

発病時期 ４月から６月にかけて奥多摩分場で飼育しているニジマス0年魚に発生した。

雀だ、分場から発眼卵あるいは春稚魚として都内業者に分譲したので、都下全

域に発生かみられた。

１２～１６℃

０．４～５１

罹病魚は群を離れ、旋回遊泳して死亡する。

腹部が膨満して体色の黒化がみられ、ピンヘッドになるものもある。

腹水の貯留がみられる。

臓器から病原細菌は検出されず、鯛および体表から原虫類も観察されなかっ

た。

ＩＰＮ－Ｖｉｒｕｓによる。

採卵時には洗卵を充分忙行左うとともに、採卵から受精、収容までの作業工

程を衛生的に行なうようi配慮した。ふ化後は餌付時から抗プラスミン剤、抗炎

症剤、糖代謝改善剤などの経口投与を試験的に実施した。
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2）細菌性鯉病
－－－－￣－－●

一一＝孟一な－－－＝－－

発病時期 では５月から４月にかけて、ニジマス0年魚では５月から７月

発生した。

ヤマメｏ年魚

まで都下全域で

８～１７℃水温

体重

群の観察

外部観察

ｑ５～５'

にピンヘッドで、水面を元気なく遊泳している。

粘液を分泌し、鯖葉が膨潤したりあるいは充血しているものも

液のために開いている。

粘液か少量みられるものもある。

罹病魚は一般

鯛から多量の

ある。鰐蓋は粘

消化管は空で内部観察

－１－



生鮮材料では長桿菌か観察されるカヘ固定材料を単染色したものでは細

菌は確認できなかった。戎た、分離培養にも成功していない。

粘液細菌の－種による。

ニフルピリノールまたはニフルプラジン0.5ｐｐｍで１～２時間薬浴す

ることが効果的である。
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病
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５）せつそう病
＝＝￣＝￣＝￣＝＝吉＝＝ニーーーニーー－－－－－－
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肇朽旨時ＨＨＩＥ
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水温

体重

群の観察

外部観察

内部観察

１１～１２℃
0｡

５～５００１

重症魚では群を離れて地底や水流の緩やかな場所に集まり静止している。
●16

体表面、鰭基部に出血力;みられ、眼球が突出し、体色は黒化している。
BLL,1-｡△

肝繊および脾臓が肥大した1,、充血したりしている。腸管は炎症を起し

ているものが多くみられる。
,6.､

出血患部および内臓75とどに多数の桿菌が認められる。顕微鏡観察

－２－



〃さ〃２０菌による。

サルファ剤、抗生物質、合成抗菌剤などの経口投与に主って治療はでき
-『Ｌ・と_

るが、サルファ剤では死亡魚の減少力:緩慢であった。

病
処

因
置

５）カラムナリス病
■－－－－－￣

一二一－一一

発病時期 から８月にかけてはニジマス０年魚に発生した。５月には色コイに 、７月

水温

'体重

群の観察

外部観察

１２～２０℃

色コイは２００～５００１、ニジマスは５～１０１

罹病魚は池壁にそって元気たく遊泳する。

鴎の一部が黄褐色にびらんし、重症魚では欠損しているものもある。吻

端では表皮がびらんして骨か露出する。体表面では初め灰白色にたるが、

病勢が進行するにつれて次第に筋肉が露出してくる。ニジマスでは蝿およ

￣

〈

び体表面に白点虫の寄生がみられることか多 Ｖ､。

消化冒億は空で弾力性がなく、粘液が内部観察

顕微鏡観察

病因

処置

溜っている。

患部から長桿菌の集落力s多数認められるｏ

７ｄｓによる。Ｃ几ｍｚｄＴｏｃｏｃｃｕＦｃｏＪｍｍ几②

ジン0.5ｐｐｍ５時間浴が効果的で二フルピリノール蚤たはニフルプラ

ある力《注水量の増加あるいは地底の

とが必要である。

澗謂などによって環境改善を図ると

●

６）コスティア病

▽
４月にヤマメ０年

８～１２℃

0.5～１１

表面をフラフラ遊

発病時期

水温

体重

群の観察

外部観察

内部観察

顕微鏡観察

病因

魚に発生した｡Ⅱ

泳している。

鯛から多量の粘液を分泌し

消化管が空であるほか、異状

鯛から多数の寄生体力認めら

ｃ・ふがαの寄生による。ｃ

も寄生している。

蝋蓋が開いたままにたっている。

を認めない。

れろ・

んＺＪｄｄｏ几ｅＪＺａＴ了ｆｃんＤｄＺ７Ｊａなど

－５－



処置’ホルマリン浴が効果的である。

７）キロドネラ病

堅輻奇鴎FitF

品Ｉ６か～１Ｌ

体重

I群の観:察

１５～５０１

表面をフラフラ遊泳し、活動が鈍く在る。

外部観察

内部観察

顕微鏡観察

病因

鴎の先端部が灰白色にたっている。

消化管が空であるほか、異状を認めたい。

鱒には多数の寄生体力認められる。

Ｃ４ｆＪｏＯＩＯ冗‘“αの寄生による。ＥｐＺぶ

るのが認められた。

過マンガン酸カリ浴によってＣんｉＪｏｏＵＯ,ｚ

ＥＰｆ，ｚｙＪｄ′はl1iK除できなかった。

号

ｆｙＺＺ‘も多数寄生してい

処置 `ＪＺＣは脱落するか、

８）白点病
－－－

月にかけて河川水で飼育しているニジマス０年魚に発生した。
鍾漏弓脹自信一k仮

６へ－２[

０

ヨシ【】

外部観察Ｉ体表面および鯛に多数の白点中

ヨ部観雰 人と壷引｡Ｄない⑥

表面にはＧｙ７ｏｚａ－
内Ｄｑｌトィ底 1７

ョα［＿

込鱈 sfrj6;リミリ” 灰日,幼未かあわｃ

９）水生菌病（水カビ病）

一

暗病Ｈ春期１Ｆ 類（ヤマメ、イワナ）に、１１月から
.+

月には採卵後のニジマスに発生した。

[］

－４－



５０～４００１、アユは５０～00～４０［

、［８［

身を被うようになって死亡する。

に繁殖していく。アユでは筋肉

の観察ｌ池壁

Fご円寓９１３ヶ注.(内分ｴ缶
外部

内田』観穿

のみで、他の寄生生物は認めら

が認められる。

防除は可能である。～

の魚種哨水カビｑ

務肉内にも水カビの繁殖 ■貝

七

10）肝腫瘍
－－－－

【ＩＲＺ図解」毒；Ｈ三Ｈ損

「1

ＤＰ－６．ＯＵＬＩ

'二FⅡ盃鄙位か異'吊に１厘〆旧部雷

ある｡ｈＣＤ､ものJFzm涌卸内部観察Ｉ肝臓に臼巴ｑ

咽のか明らかでないｃ区
１－

ﾗﾋﾞｉ El尽胴丘ＲｌＢＣｌ

や

1，ガス病

５月から７月にかけてニジマス１年魚に発生した。

１５～１７℃、～：いいい）

１００～１２０１

池壁にそって水面を元気たく遊泳している。

鰭、蝋、鯉蓋などに気泡かでき、眼球が突出している。

上

発病時期

水、，温

体重

群の観察

外部観察

異状を認めない①可部鱈i勢

小&移殖してから１週間足の忠Z卜当予
両氏
一一

わに多f計の塞素ガスカヨ溶有

肌置’飼育水の曝気を充分 【】

－５－



2．要約

奥多摩分場をはじめ都下の養殖池に発生した魚病を観察し、次のような事項が明らかにな

った。

１）ニジマス稚魚では伝染性膵臓壊死症と白点病による被害が大きい。

２１春期には原虫類の寄生が増加する傾向がみられる。

５”在来奇ス類、ニジマス､アユなどに水カビの寄生がみられ、採卵前後の親魚に大きな

被害かあった。

４）肝腫瘍の罹病魚も前年より多くみられる。

シ

Ｐ

Ｈ抗炎に症剤および抗プラスミン'剤投与による

～,ＩＰｉＮｃＤ予防について『’（１）Ａｊ

昨年度当場において餌付け稚魚に抗炎症剤、抗プラスミン剤などを経口投与したところ、対

照区に比較して生残率が高く、しかも稚魚に薬害などはみられなかった。そこで、本年度は抗

炎症剤、抗プラスミン剤の投与効果を確認すること、および投与量との関係を知る目的で試験
6,''●9,-2'O

したｄｊｈ;ノー$！…が、い)：～

〔方法〕暗いいⅦｗ

1．使用した薬剤

使用した薬剤の種類ならびに試験区分などは表１のとおりである。

池’w11Ii`/鋼 表↑オ試験区分巴ご使用薬上剤

０

「

Ｚ／1Ｗ：］１蝿

Ｕ〃zHf／ＩＭＵ

｢MlUhf／｣A□

３／Ｋｍ[」

コン[Ｉ要し

OJUz:β／1A巧

賑
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2．実験水温

実験期間中の各月の旬別最高、最低水温は表２のとおりである。

表２水温（℃）

０－５１１m］ａ、ツ 、’Ｊ■】Ｌ、

■

ａ供試魚の経歴

実験に使用した稚魚の経歴などは表５のとおりである。

表５供試魚の経歴

■

区分｜採卵親魚採、卯月,日j:/ｆｊＡ発眼月日 ｢{式:発眼率…（J餌付月日

9268%－４７年５月２７日

９２．９

８２０～

5年初産

5年石油酵母

5年対照

４７年１月７日．４７年１月２７日1～５，８

６

７

4．実験期間

各区とも５月２７日の餌P付開始と同時に投薬し、６月２４日に取上調査を実施して実験を

終了した。実験其澗は９０日間である。

●

5．飼料耐

各薬剤を添加したニジマス用市販配合飼料（クランプル）にスケソウ肝油を７筋外嘗!l添加

した。

＄

6．病理組織学的検査

５月２１日に各区から５尾ずつ選び、と殺後Ｗｌｉ化管、筋肉および腎臓を切り出しプアン液

で固定した。固定後は常法によってパラフィン切片とし、ＨⅡ染色して検査した。

〔結果〕

各区とも発眼卵で６０．０００粒ずつアトキンス型ふｲ鑓に収容し、５月２７日にgEP付けと

－７－



(ﾘ卿」

同時に投薬を開始した。４

月２０日には第１回の取上

げ調査を行左い、各区1，５００

１（約５，５００尾）ずつを

再放義した。

再放義した直後からﾉﾘ1ｍ

および妬４に死亡魚が多発

し、５月中旬には他の区で

も死亡魚が増加した。死亡

魚は外観的にはいずれも腹

部の膨出、旋回遊泳など

ＩＰＮ特有の症状がみられ

た。

各区の生残率の変化は図

１のようになる。

実験終了時の生残率は抗

プラスミン剤、抗炎症剤を

投与した区もカゼイン飼料

を絵餌した区も対照区と大

ﾐﾐﾐﾐ

Ｆ

？↓】３０９０

．１ｌｊ
J１Ｉこ’２，０（｝I）

６)Ｉ

２１］

sｊＩ

図１生残率の変化

◆

差はなく、いずれも効果はないと考えられる結果であった。

各区の成長を平均体重でみると図２のようになる。

ＩＰＮによる死亡魚が多発した５月中旬から６月上旬にかけてはほとんどの区で成長が悪く

なっているか、カゼイン飼料区では順調を成長を示した。消化管の損傷かひどい時期には魚粉

よりはミルクカゼインの方が消化吸収が容易であるからであろう。

病理組織学的観察では対照区における病変は膵臓組織に細胞の萎縮覇壊死、核濃縮、核の膨

潤、核崩壊、原形質内の空胞の発達などが象られ(写真１８，１９几膵細胞の消失したあとに

は脂肪組織および結合組織の発達か観察される。雀だ、ラ氏島細胞にも異状がみられるっ

しかし、封入体と考えられる構造は顕著ではない。

管組織では細尿管をとりかこむ間質組織に退行変性が顕著である（写真１６，１７）。蚕だ、

肝臓にも異状があり、散在的な肝細I1Elの蕊ﾀﾞ鑑がみられる。

、－８－



塩１～７の各区における

病変は膵臓では対照区にき

わめて類似している。

しかし、腎間質の退行変性

は各区とも対照区に比して

軽微である。をた、肝臓で

は応１，２，６区で肝細胞

の散在的壊死がみられる

（写真２０，２１）。妬２，

５，６区では幽門垂、胃壁

十二指腸相当部の縦走筋に

核の膨潤、筋細胞の萎縮、

腫脹が観察される（写真

２２）。
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写真説明

１苑１の膵臓の壊死（￣）、膵細胞の消失した後に脂肪組織の発達が見られる。
２躯１の腎間質組織の退行変性

５妬２の膵臓

４同上の腎臓

５妬５の膵臓

６同上の腎臓

７瓶４の膵臓

８同上の腎臓;～Ⅶ

－１０－
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写真説明

，ｊ６ｉ５の膵臓

１０同上の腎臓

１１胚６の膵臓

１２同上の腎臓、；

１５〃５７の膵臓

１４同上の腎膵

１５妬８の膵臓

１６同上の腎臓薬剤投与区に比して間質組織の退行変性が顕著である（￣）。

~＝１１－
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写真説明

１７１６の拡大

１８妬８の膵臓及び幽門垂における組織の崩壊

１９同上の膵組織の拡大、核濃縮、核膨潤、細胞壊死が見られる。

２０ノドｆ２の肝細胞の壊死（￣）

２１同上の拡大、壊死した肝細胞が散在する（‐）。

２２ルａ６の胃壁縦走筋の核の腫張（－）、（‐）正常な核を示す。

丁．
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〔考察〕

抗炎症剤、抗プラスミン剤などの投与効果は前年度に比して明らかではなく、いずれも生

残率では対照区よりも悪い結果となった。昨年度と今年度の生残率を比較すると表４のよう

にたる。

表４生残率の比較実験期間は異なるが、力実験期間は異なるが、カ

ゼイン飼料を除く各区とも

今年度の方が生残率は低く

なっており、病勢の強かっ

たことが想像される。

一般飼育魚の生残率も昨

年度よりは低くなっている

招和４７日調「昭和４６`蒋瑁

２４恥 ベ

[１４
■

コユ／ＺＺ皆１６Ｋ

こと、昨年度のＴＣＩＤ５ｏ

は_剤乍年よりは低くなっていること、当場ではＩＰＮ発生以来隔年に被害が大きい傾向かあ

り、今年度は被害の大きい年にあたっていることなどから考え、ウィルスの感染量か大きか

ったものと想像される。

病理組織切片の観察は少数個体について行なったものであるか各組織の病変は対照区に
、

比して投薬した各区では軽微であるところから、生砂0率に差はなかったものの薬間ﾘの鋼'采と

も考えられる。この点については多数個体の調査を実施して明らかにする考えである。
■

、抗炎症剤および抗プラスミン剤投与による

ＩＰＮの予防について曰（Ⅱ）。”

上

薬剤添加飼料の調製に御協力いただいたオリエンタル酵母工業㈱の富士宮試験池（静岡県富

士宮市）において行たった結果は次のとおりである。

〔方法〕

1．使用した薬剤

使用した抗炎症剤および抗ブラスミン剤の種類ならびに試験区分などは表５のとおりである。
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表５試験区分と使用薬剤

(,,夢,(,美i慕）鋼噸曄摘鑿
抗炎症剤

抗プラスミン剤

抗プラスミン剤

０．０５

０．１２５

ｑ５

１０

２５

１００

2．用水および実:jb水温

湧水、水温１５，０～１５．５℃，Ｄ０９６冊
一・・・丁：，

乱供試魚CD経歴

当分場より分譲した発眼卵から得た稚魚を使用した。ふ化率は９Ｚ７妬、浮上率は９１．４

船である。

供試魚侈は各区１０，０００尾（平均体重０．１８０１）である。
，．；１

４．実験t期間
，-5,-,｝$－

１]f株ﾛ４７年５月１５日から５月２５日Zfで７０日間である。

5．飼一料

ニジマス用市販配合飼料（クランプル）に各薬剤を外割添加した。

6～給餌方法
典ﾛ０，,,

１日５ないし６回給餌のうち前半５回分は薬剤添加飼料を所定投薬量Ｉてなるように与え
、

後半は対照飼料を絵i｢印した。

｡

０－

■

〔結果〕

実験期間中の各区の給餌量は表６のとおりである。

、

表６各区の飼料別給餌量修）

ヲ（］ [】

０１［ 」［ ５００６．ｙ４Ｌ

X６４ＣDＣ ヲ［］
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供試魚の成長を平均体重でみると図

５のようになる。萱た、各区の死亡

魚数は図４○ようにたる。

外観所見によるＩＰＮの発生時期

は第１，２，４区が実験開始１６日

目、第５区かやや遅れて２９日目で

あった。

各池の成長についてみると、ＩＰＮ

の発生以前には平均体重に差はみら

れないが、病勢が強くなるに従って

成長にも差があらわれ、４０日後に

は５０日目よりも減少している区も

みられた。第５区はＩＰＮの発生が

遅れたために、他の区に比較して成

長はよかった。

各区の死亡魚数をみると、ＩＰＮ

の発生と同時に死亡魚数は増加した

が、第５区では増加傾向も若干緩や

かなようである。

(９）

。｡

平
均
休
暇

“

く
０ビ，

■

Ｊ

Ｕ ２３△Ｃ

縄墨１１数

1１

図５平均体重の推移

()⑪

"

淵

靹
比
仁

仙
■

、

鯵
(１１）

任過Ⅱ醜

図４累積死亡魚数

－１５－





ⅣＩＰＮに対する薬剤投与

ウィルス性疾病には抗菌剤の投与は無効であるか、予防投薬によって生残率を少しでも高め

ることが期待できるような薬剤を探究するために試験した。

〔方法〕

1．使用した薬剤

実験に使用した薬剤などは表８のとおりである。

表８試験区分と使用薬剤

■

，

ＤＯｍＨ 蕊1Ｔ２謝叡

、Ｏ噂／1Ｍ

ｒ
】

］'好／IAH

］O1IUHf／1Ｍ 膠Ｉメ易

2．水温

前記「抗炎症剤および抗プラスヤン剤投与によるＩＰＮの予防について（１）」とほとんど

同じである。

5．供試魚の経歴

実験に使用した稚魚は昭和４７年２月２９日に４年親魚から採卵し、５月２４日に発眼し

たものである。

4．実験期間

５月４日餌付けと同時に投薬を開始し、６月２６日室で５４日間である。

5．飼科

薬剤を水または柚に溶かして市販配合固型飼料（クランプル）と混合し、スケソウ肝油を

７拓外割添加した。

6．飼育容器

６２Ｘ４０ｘ４６ｃ加のガラス水槽を用いた。

〃

■
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〔結果〕

各区とも発眼卵で5,000粒ずつ収容して試験を開始したか、ふ化率はほぼ９５％以上であ

つた。

実験期間中の生残率の変化は図５のようになる。

５月２０日頃から各区とも死

亡魚が激増し、６月上旬までの

間に生残率は４０冊以下とまっ

た。死亡魚は腹部の膨出、旋回

遊泳などＩＰＮ特有の症状を呈

していた、

対照区と比較して生残率か高

かったのはキンリトールとＦＭ

－１－１であるが、生残率は２０

筋台であった。

キンリトールは投与量が多い

方か生残率も高くなる傾向がみ

られた。クルタチオンは対照区

と同じよう左死亡の傾向を示し、

効果は期待できないと思われる。

(IIKj）

１００

<:ミヨ

、

＄

５０

１
２

Ａ
Ｃ

Ｃ－４

や
0

鑑１０２０５１１０２０（ロ）

観５ノＩ６１１
９W

１

図５生残率の変化

察〕

－ルは昨年度も実験したが、４

表，生残率の比較

〔考

生残率を今年度と比較すると表９のようになる。キシリト

区 昭和４７甲墜

８．７冊

２１．２

１４

昭和４６年渡

６５．１冊

８０．５

前にも記したように、今年度

は全般的に生残率が低く、ウィ

ルスの感染が強力であったもの

と考えられる、キンリトールを

１００"zl／K,投与した区では対

分

対

キンリトーノ

〃

照

し0.5妬

0.25妬
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照区よりも生残率が高くなっているのに、その半分５０”／１t,投与した区では対照区と差がなし結

果である。投与量によって生残率に差ができることは投与量の増加によって生残率力高くなる

のではないかとも考えられ、今後検討すべき興味ある問題である。

〔要約〕

ニジマス稚魚に各種薬剤を投与しＩＰＮの予防効果について実験した。

1．キシリトール、ＦＭ－１－１は対照区よりも生残率が高ｖ１ｏ

２クルタチオンは対照区よりも生残率か低い。 ■

〔薬剤投与に対する問題点〕

1．各薬剤の魚体内での代謝系がはっきりしていたい。

2．投与量を多くした場合に生残率を高めることができるかを検討する。

？

Ｖせつそう病ワクチン接種試験

ヤマメ、アマゴ、サクラマス、イワナなど在来マス類はせつそう病によって死亡するものが

多く、せつそう病か生残率低下の原因となっている。親魚にワクチンを接種することによって

せつそう病を予防することができるが、本年度はワクチンの比較、放養密度による比較、魚種

による比較などについて検討した。
Ｐ

〔条件〕

1．水温

飼育期間中の旬別の最高、最低水温は図６のように癒る。

■
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単価（東京）ワクチンよりは

多価（北大）ワクチンの方が接

種量が多かったためか生残率も

高い傾向がみられた。

(％）
１００

生
東京）

９０

残

、×
率 2,し

８０

0

５４５６７８，（月） ！

図７ワクチンの種類による生残率の比較

〔放養密度による比較〕
－１，町Ｍ１

放養量〔方法〕

８０㎡の飼育他を板と金網で５．７４Ｘ２．２５打[に区画

し、３月１７日にヤマメ１年魚に多価（北大）ワクチン

を１尾あたり０２５坪接種して飼育を行なった。放養尾

数などは表’’のとおりである。

分

表’一反一

攻軽填景犀

１０５

２
５
４

d１１ＵＵ…，OＡ

Ｐ

〔結果〕

接種してからの生残率の変化は図８のようになる。

各区とも生残率は９５筋以上であったが、放泰密度か高くなるほど生残率か低くなる傾向

かみられた。

Ｌ
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(％）
１００

れた、

生９０

残

x～浜一メ
サクラマス

８０

率 △

０

０

５４５６７８，（月）

図９魚種別の生残率

〔考察〕

数年間せつそう病ワクチンをヤマメなど在来マス類に接種しているが、無接種の対照区より

も生残率は高くなり、予防効果については充分期待できるものと考えている。

ワクチンの接種量については以前１尾あたりｑｌｌｍ'でよいことを明らかにしたが、死菌ワク

チンでは謹性がたい限り多く接種した方か抗体もできやすく､:将来は経済性を考慮して１尾あ

たりの接種量を決定すべきであろう。ワクチンとして単価で行くべきか、多価で行くべきかに

ついては、その地域で発生するせつそう病菌によって決定すべきであるが、国内での種苗の移

殖か盛んになることが予想される現在では多`価ワクチンの万力清利ではあるまいか。

ワクチンを接種したからせつそう病には絶体に'膿らないというものではなく、その取扱いに

は慎重でなければ友らない。放養量が多くなれば魚相互の接触によって傷つき、せつそう病に

感染する機会力贈すものと考えられる。以前から言われていることではあるが、せつそう病に

よる被害を最d限にとどめるためには、可能症限り放養量を少なくすることである。

当場で飼育しているヤマメは地中飼育が長く、ワクチンを接種するようにたってから年々生

残率は高くなっているようである。地中養殖を始めたばかりの頃はせつそう病に対する抗体を

ほとんど持っていないが、飼育が長くなると自然に免疫を獲得していくのであろう。

業者の飼育池における実験でもワクチンを接種する以前に比較して生残率は高いと言われ、

今後は大規模な実用化研究が必要である。

、
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「問題点〕

１．稚魚のせつそう病を予防するための経口ワクチンの開発が必要である。

２．大量接種という面から生菌浴による免疫の可能性を考える。

〔要一約〕Ｌ

在来マス類にせつそう病ワクチンを接種し、次の事項が明らかになった。

１．多価ワクチンでも単価ワクチンでも生残率に差はない。

２．放養密度は低い方が生残率は高くなる傾向がある。

５．在来マス類でも飼育歴が長くなるほど生残率か高くなる。

▲

＄

Ⅵせつそう病治療試験

例年のようにせつそう病を対象として、薬剤の治療効果と有効投与量を求めるために試験

を行なった。

〔方法〕

１．供試魚

ニジマス0年魚を各区５０尾ずつ、計５００尾使用した。

Ｚ菌の接種

普通寒天斜面培地に２４時間２０℃で培養したａｅ７ｏｍｏ几ａｓｌａＺｍｏ几ＬｏｉｄＱを魚体

重K9あたりｑ２５１ＵＶになるように０．８５妬生理食塩水に懸濁して背部筋肉に接種した。

ａ薬剤

クロラムフェニコール６０噸力価のもの

４．投薬

菌接種４時間後に投薬し、以後１日１回計１０日間投薬した。

'

〔結果と考察〕

投薬終了後さらに１０日間観察して各区５０尾中の生残魚数を求めると、表１５のように

たった｡

２０Ｗ以上の投与では１００％生残しており、前回の試験（昭和４１年度）よりはよい成
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｡,０２K

表１５クロラムフエニコーールの治療効果績であった｡と

の試験に使用す

る菌株は、毎年

最初のせつそう

病発生群から投

］,、４０ＢＬＩ｢1

L」

ＪＢＯ５（」ヨ昭和

４０５０２［

（５０尾中の生残尾数）
薬前に分離して

いるが、当分場に発生するせつそう病はクロラムブェニコール耐性菌によるものではないと考

えられる。

＆

a

〔問題点〕

1．耐性菌を生じたいよう治療技術を高め普及することか必要であろう。

2．耐性菌にも効果があると言われている薬剤について検討すべきである｡．
｡I■

〔要約〕

せつそう病に対するクロラムフェニコールの治僚効果は６年前と責ったく変化がたい。

Ｖ
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